
従来の６次産業化を発展させて、地域の文化・歴史や森林、景観など農林水産物以外の多様な地
域資源も活用し、農林漁業者はもちろん、地元の企業なども含めた多様な主体の参画によって付加
価値の創出を図る「農山漁村発イノベーション」により、農山漁村における雇用・所得を創出します。

農山漁村発イノベーションの推進について

農林水産省の支援

北陸農政局新潟県拠点

令和６年２月 裏面は新潟県内の事例



農園の生産物を使った料理収穫体験や農家の暮らし体験農園主との交流

燕三条「朝カフェ」

取組の概要
○   2009年、燕三条地域のブランドの確立を目的として、「燕三条プライドプロジェクト」が策定され、地域の様々な業種から約80名

が参加。プロジェクト内の「レストラングループ」が、朝の農園で朝食や農業体験を楽しむ「畑の朝カフェ」を開始。

○ 2023年には４回開催（68名が参加）。参加人数に制限があるため、受付開始後数日で予約が埋まる人気イベントとなっている。

○ 参加者は、午前７時頃に会場となる農園に集合し、朝の農園の中で農園主と交流しながら、地域の食材を生かした朝食や農

業体験を楽しむ。世界的に評価の高い燕三条製の金属洋食器や地元メーカー製のテーブル・イス等にも触れ、食にとどまらず

地域の魅力を総合的に堪能することができる。

○ 当日の運営は、異業種が参加する実行委員会のメンバーが行う。農産物をその育った環境も含め味わうという、農園主にしか

できなかった経験を参加者に提供し、ここにしかない特別な時間・空間を創造している。

基本情報
●所在地：新潟県燕三条地域
●URL： https://asa-cafe.jp/

●選定表彰：

GOOD DESIGN賞及びGOOD DESIGN BEST100

●主力商品・イベント： 燕三条「畑の朝カフェ」

●参画農園数： 14

地域資源 ： 農林水産物、景観、

洋食器等

事業分野 ： 食品、観光・旅行、イ

ベント

事業主体 ： 実行委員会（農業者、

商工業者、旅館業者等

の異業種連携）

〇地域の農産物のブランド化を目的とした、農業者を中心とする異業種連携プロジェクト。朝の農園を会場として、
地域の食材を生かした朝食や農業体験などを提供し、特別な時間・空間を創造。

燕三条の高品質な製品

体験工房 大源太 そば焼酎・そば（乾麺） 直売所

湯沢町「農事組合法人 滝の又農産」

取組の概要

○ 湯沢町から「体験工房 大源太」の指定管理を受け、そば打ち、笹団子・ちまき作りなど、魚沼地域の食文化を体験できるメ

ニューを多数提供。文化庁の「食文化ミュージアム」にも認定。

○ 地域の伝統作物である「かぐらなんばん」（とうがらし）を栽培し、塩漬加工して、町外の漬物業者に販売（B to B）。そば焼酎など

様々な加工品を開発（B to C）。また、地元農産物にこだわった農家レストランに野菜を提供するとともに、食事客が農産物を購

入できるようレストランのそばに直売所を開設。

○ そば打ち体験等の指導者を、組合員にとどまらず町内から募集し、地域の雇用機会を創出。

○ リゾートマンションが立地する地域性を踏まえ、組合の労働力確保とマンション住人の地域交流の場の提供を兼ねて、農作業体

験（有報酬）を提供。地域特性を生かした多様な取組で地域内外の交流を促進している。

基本情報
●所在地：新潟県南魚沼郡湯沢町土樽

●URL：http://daigenta-kobo.jp/

（体験工房 大源太）

●選定表彰：

令和５年度新潟県優良農業経営体等表彰

令和４年「食文化ミュージアム」認定

●主力商品・イベント：

そば打ち体験、農産物（そば、とうがらし）加工品

地域資源 ： 農林水産物、

景観

事業分野 ： 食品、観光

・旅行

事業主体 ： 生産者

〇そば打ちや笹団子作りなど、地域の食文化を体験できるメニューを多数提供。農産物加工や直売所運営に加
え、リゾートマンション住人の農作業体験等、地域特性を踏まえた多様な取組で地域内外の交流を促進。


	スライド 0
	スライド 1

